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日本の漁業、養殖業生産量・生産額 
           （農林水産省 漁業養殖業生産統計） 

生産量ピーク 昭和５９(1984)年      １,２８２万トン 

平成２３(2011)年       ５３１万トン 

生産額ピーク 昭和５７(1982)年 ２兆９，７７２億円 

平成２２(2010)年 １兆４，８２６億円 
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日本の水産業の現状 
 
  １ 水産資源の減少による水揚げ量の減少 

 

  ２ 漁業従事者の減少と高齢化及び後継者不足 

 

  ３ 充分な収入が確保されない 

 

  ４ 魚離れによる消費の減少 
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漁獲方法 

  

○ 個別割り当て方式 
    科学的な根拠をもとに漁獲できる数量を漁業者や漁船 

    ごとに決めてそれを厳格に守って漁業を行う方法 

 

○ オリンピック方式 
      早い者勝ちの漁業方法（獲れるだけ獲る漁法） 
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漁船による操業 
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日本の漁業・養殖業生産量の推移 
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県民だより ひょうごH28.２月号         

豊穣の海は 

未来への贈り物 
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主な水産物の漁獲高 
          平成２５年農林水産省統計 （兵庫県県調べ） 

イカナゴ １万２，５３４ トン 全国１位 

明石タコ類    ２，７５０ トン 全国２位 

ノリ（養殖） ４万５，８７９ トン 全国３位 

カキ（養殖）    ８,  ９０３ トン 全国４位 
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里海づくりのイメージ図 
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魚の宝庫の 鹿の瀬 
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鹿の瀬周辺海図 
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明石海峡 
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          イカナゴの釘煮 
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明石の漁法 

 

 

 

 

   一本釣り漁法        引き網漁法         小型底引き網漁法 

 

 

 

 

 

 

          船曳き網漁法                 はえ縄漁法 
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明石の魚 
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昼網のセリ風景 
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魚の消費地 
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魚の活〆 
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魚の血抜き 
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魚の神経抜き 
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明石の魚棚 
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平成２７年度 
兵庫県立農林水産技術総合センター 

水産技術センター研究発表会 
講 演 要 旨 集 
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            水産技術センター研究発表会 
                                                            

                               と き：平成27年８月１１日（火）14:00～16:15 
 
                                      ところ：兵庫県立水産技術センター2階会議室 

 

                                14:00   開会 
 
                                14:10   兵庫県大阪湾・紀伊水道におけるオニオコゼの資源特性と資源 
                                      管理について 
                                                                五利江 重昭（水産技術センター資源部 主席研究員） 

 
                               14:35      兵庫県における渓流魚発眼卵放流について 
                                                                 増田 恵一（内水面漁業センター 主席研究員） 

 

                       15:10    漁業青壮年部による水産教室の取り組みについて 
                                                                浜根 秀樹（浜坂漁業協同組合青壮年部） 

 
                       15:30    沼島の活性化の取り組みについて 
                                                                 中本 はるみ（沼島漁業協同組合女性部） 

 
                              15；50      アサリの養殖について 
                                                              安信 秀樹（水産技術センター増殖部 主席研究員） 

 
                              16:15    閉会 
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  テーマ 
 

 

  漁業青壮年部による  

   水産教室の取り組みについて 
 

 

    （発表者：浜坂漁協 浜根秀樹氏） 
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  テーマ 
  

 

 

  沼島の活性化の 

          取り組みについて 
 

      

    （発表者：沼島漁協 中本はるみ氏） 
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香住高校・但州丸 
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水産庁・白鷺 
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魚の栄養解剖図 
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魚は栄養の宝箱 
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まとめ 

  

     １ 稚魚の放流や、保護育成の藻場、浅瀬づくり 
 
   ２ ため池の放水、天日干し（かいぼり）と海岸の清掃 
  
     ３ よい環境づくりのための海底耕うんや、海底の清掃 
 
   ４ 海中の窒素濃度を増やす栄養管理の実施 
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終わり 

                                                        
御清聴ありがとうございました 
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